
【参考】B-DASH実証技術の導入実績 【15技術164件（令和４年5月時点）】

1

採択

年度

H23
超高効率固液分離技術を用いたエネルギーマ

ネジメントシステム
超高効率固液分離 秋田県、岩手県大船渡市、新潟県糸魚川市、石川県小松市、大阪市（2箇所）、北九州市

高機能鋼板製消化槽 埼玉県、愛知県、福知山市、兵庫県、佐賀市、熊本市

新型バイオガス精製装置 神戸市（2箇所）、京都市

高効率ヒートポンプ 愛知県

H24
管路内設置型熱回収技術を用いた下水熱利

用技術実証事業
下水熱採熱技術

仙台市、新潟市（2箇所）、滋賀県大津市、愛知県豊田市、横浜市、青森県弘前市、

富山県富山市

H24
神戸市東灘処理場

栄養塩除去と資源再生(リン)革新的実証事業
リン回収 福岡市

低空気比省エネ燃焼技術 埼玉県（2箇所）、愛知県

高効率排熱発電技術 埼玉県（2箇所）、愛知県

管口カメラ点検
＋展開広角カメラ調査

東京都八王子市、長野県岡谷市、長野県諏訪市、愛知県豊田市、愛知県高浜市、
京都府向日市、大阪府大阪狭山市、広島市、愛媛県大洲市

（類似手法）
管口カメラのみ

または
管口カメラ点検＋直側カメラ調査

宮城県村田町、宮城県富谷市、福島県いわき市、福島県南相馬市、茨城県行方市、
千葉県柏市、千葉県白井市、千葉県茂原市、千葉県浦安市、さいたま市、
埼玉県川越市、埼玉県春日部市、埼玉県行田市、埼玉県新座市、東京都清瀬市、
東京都瑞穂町、福井県福井市、長野県諏訪市、岐阜県関市、静岡県磐田市、
静岡県袋井市、静岡県藤枝市、愛知水と緑の公社、愛知県高浜市、愛知県西尾市、
愛知県刈谷市、愛知県岡崎市、愛知県愛西市、愛知県豊川市、愛知県小牧市、
愛知県東浦町、滋賀県米原市、和歌山県かつらぎ町、京都府向日市、大阪府羽曳野市、
大阪府河内長野市、大阪府熊取町、大阪府泉大津市、大阪府大阪狭山市、
大阪府柏原市、大阪府摂津市、奈良市、奈良県天理市、奈良県川西町、奈良県宇陀市、
奈良県桜井市、兵庫県川西市、兵庫県三田市、兵庫県姫路市、島根県出雲市
島根県雲南市、広島市、広島県福山市、広島県大竹市、広島県府中町、広島県熊野町、
愛媛県伊方町、福岡県古賀市、佐賀県江北町、佐賀県鳥栖市、長崎県諫早市、
熊本県上天草市、熊本県嘉島町、熊本市、鹿児島県霧島市、鹿児島県日置市

H25
管口カメラ点検と展開広角カメラ調査及びプロ
ファイリング技術を用いた効率的管渠マネジメ

ントシステム

H23
神戸市東灘処理場 再生可能エネルギー生産・
革新的技術（バイオガスを活用した効果的な再

生可能エネルギー生産システム）

H25
脱水・燃焼・発電を全体最適化した革新的下水

汚泥エネルギー転換システム

実証技術 要素技術 導入先（順不同） ※赤字はR4年度追記



【参考】B-DASH実証技術の導入実績 【15技術164件（令和４年5月時点）】

2

採択

年度

広角カメラ 岩手県奥州市、東京都羽村市、広島市

広角カメラ＋衝撃弾性波調査
または

衝撃弾性波調査のみ

北海道旭川市、北海道釧路市、北海道苫小牧市、北海道紋別市、北海道新ひだか町、
青森県六ケ所村、秋田県大仙市、宮城県村田町、福島県いわき市、茨城県日立市、
群馬県中之条町、群馬県邑楽町、埼玉県春日部市、埼玉県久喜市、神奈川県海老名市、新潟県
新潟市、新潟県魚沼市、長野県松本市、静岡県浜松市、滋賀県東近江市、
大阪府堺市、大阪府河内長野市、奈良県天理市、長崎県佐世保市、大分県大分市、
大分県日出町

硝化制御技術・

アンモニア計

H26
ICTを活用したプロセス制御とリモート診断によ

る効率的水処理運転管理技術

NH4-Nセンサーを活用した曝気

風量制御(NH4-N/DO制御)技術
横浜市（2箇所）

脱水乾燥システム 千葉県市原市、栃木県小山市、神奈川県綾瀬市

円環式気流乾燥機 福島県いわき市、石川県

H28
下水道圧送管路における硫酸腐食箇所の効

率的な調査技術
－

秋田県、東京都、東京都国立市、山梨県、石川県、福井県、滋賀県、京都府、
滋賀県大津市、兵庫県、三重県、島根県、佐賀県佐賀市、沖縄県

H29
高効率消化システムによる地産地消エネル
ギー活用技術の実用化に関する実証事業

高効率加温設備 唐津市

H29
温室効果ガス削減を考慮した発電型汚泥焼却

技術の実用化に関する実証事業
局所撹拌空気吹込み装置 川崎市

H29 最終沈殿池の処理能力向上技術実証事業 ファイナルフィルター 糸魚川市

H31
AIによる音響データを用いた雨天時浸入水検

知技術の実用化に関する実証事業
AI音響調査 秋田県北秋田市、愛知県岡崎市

H28
脱水乾燥システムにおける下水道の肥料化・

燃料化技術

H26
ICTを活用した効率的な硝化運転制御の実用

化に関する技術実証事業
横浜市（2箇所）

H25
広角カメラ調査と衝撃弾性波検査法による効
率的な管渠マネジメントシステムの実証事業

実証技術 要素技術 導入先（順不同）



【参考】B-DASHプロジェクト実施状況 １／４
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No 年度 テーマ分類 実施事業名称
実証

ﾌｨｰﾙﾄﾞ

ガイ
ドラ
イン

1
H23

水処理（固液分離）・バイオガ
ス回収・精製・発電

超高効率固液分離技術を用いたエネルギーマネジメントシステム技術実証事業 大阪市 ○

2 神戸市東灘処理場 再生可能エネルギー生産・革新的技術実証事業 神戸市 ○

3

H24

下水汚泥の固形燃料化
温室効果ガスを排出しない次世代型下水汚泥固形燃料化技術実証事業 長崎市 ○

4 廃熱利用型 低コスト下水汚泥固形燃料化技術実証事業 松山市 ○

5 未処理下水の熱利用 管路内設置型熱回収技術を用いた下水熱利用技術実証事業 大阪市 ○

6 栄養塩（窒素）除去 固定床型アナモックスプロセスによる高効率窒素除去技術実証事業 熊本市 ○

7 栄養塩（リン）除去・回収 神戸市東灘処理場 栄養塩除去と資源再生（リン） 革新的技術実証事業 神戸市 ○

8

H25

焼却排熱発電

脱水・燃焼・発電を全体最適化した革新的下水汚泥エネルギー転換システムの実
証事業

池田市 ○

9 下水道バイオマスからの電力創造システム実証事業 和歌山市 ○

10

管渠マネジメント

高度な画像認識技術を活用した効率的な管路マネジメントシステム技術に関する
技術実証事業

船橋市

○11
管口カメラ点検と展開広角カメラ調査及びプロファイリング技術を用いた効率的管
渠マネジメントシステムの実証事業

八王子市

12
広角カメラ調査と衝撃弾性波検査法による効率的な管渠マネジメントシステムの実
証事業

河内長野市
大阪狭山市

13

H26

水素創出
水素リーダー都市プロジェクト～下水バイオガス原料による水素創エネ技術の実
証～

福岡市 ○

14 省エネ型水処理（標準法代替）無曝気循環式水処理技術実証事業 高知市 ○

15
省エネ型水処理(高度処理代
替)

高効率固液分離技術と二点DO制御技術を用いた省エネ型水処理技術の技術実
証事業

埼玉県 ○

16

ＩＣＴを活用した水処理
ICTを活用した効率的な硝化運転制御の実用化に関する技術実証事業 茨城県 ○

17
ICTを活用したプロセス制御とリモート診断による効率的水処理運転管理技術実証
事業

福岡県 ○

18 ＩＣＴを活用した浸水対策 ICTを活用した浸水対策施設運用支援システム実用化に関する技術実証事業 広島市 ○



【参考】B-DASHプロジェクト実施状況 ２／４

4

No 年度 テーマ分類 実施事業名称
実証

ﾌｨｰﾙﾄﾞ

ガイ
ドライ

ン

19

H27

バイオガス集約・活用 複数の下水処理場からバイオガスを効率的に集約・活用する技術
山鹿市
大津町
益城町

○

20 ＣＯ２分離・回収・活用 バイオガス中のCO2分離・回収と微細藻類培養への利用技術実証事業 佐賀市 ○

21 降雨・浸水予測 都市域における局所的集中豪雨に対する雨水管理技術実証事業
福井市
富山市

○

22
設備劣化診断

ICTを活用した下水道施設の劣化状況把握・診断技術の実証
守谷市
日高市

○

23 ICTを活用する劣化診断技術および設備点検技術実証事業 仙台市 ○

24

空洞探査

車両牽引型深層空洞探査装置の実用化に向けた技術実証事業 船橋市

25 三次元陥没予兆診断技術に関する実証事業 豊中市

26 陥没の兆候の検知を目的とした空洞探査の精度と日進量の向上技術の検証
名古屋市
相模原市

27 再生水利用 下水処理水の再生処理システムに関する実証事業 糸満市 ○

28

H28

中小処理場向け
汚泥有効利用

脱水乾燥システムによる下水汚泥の肥料化、燃料化技術実証事業 鹿沼市 ○

29 自己熱再生型ヒートポンプ式高効率下水汚泥乾燥技術実証事業 秦野市 ○

30 ﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ水処理（標準法）ＤＨＳシステムを用いた水量変動追従型水処理技術実証事業 須崎市 ○

31 ﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ水処理（OD法） 特殊繊維担体を用いた余剰汚泥削減型水処理技術実証事業 辰野町 ○

-
H28

予備
管きょ腐食点検・調査

下水圧送管路における硫化水素腐食箇所の効率的な調査・診断技術に関する調
査事業

― ○

32

H29

地産地消エネルギー活用技
術

高効率消化システムによる地産地消エネルギー活用技術の実用化に関する実証
事業

唐津市 ○

33 省エネ型汚泥焼却技術 温室効果ガス削減を考慮した発電型汚泥焼却技術の実用化に関する実証事業 川崎市 ○

34
省エネ・低コストな水処理能
力向上技術

最終沈殿池の処理能力向上技術実証事業 松本市 ○



【参考】B-DASHプロジェクト実施状況 ３／４

5

No 年度 テーマ分類 実施事業名称
実証

ﾌｨｰﾙﾄﾞ
ガイド
ライン

35

H30

ICT活用型下水道施設
管理

クラウドを活用し維持管理を起点とした継続的なストックマネジメント実現システ
ムの実用化に関する実証事業

池田市
恵那市

○

36 ICTを活用型管路マネ
ジメント

維持管理情報のビックデータ解析による効果的なマネジメントサイクルの確立に
関する実証事業

兵庫県
高知県

37 ICT を活用した総合的な段階型管路診断システムの確立にかかる実証事業 大阪市 ○

38
中規模向け
エネルギーシステム

高濃度消化・省エネ型バイオガス精製による効率的エネルギー利活用技術に関
する実証事業

富士市 ○

39
小規模向け
エネルギーシステム

小規模下水処理場を対象とした低コスト・省エネルギー型高濃度メタン発酵技術
に関する実証事業

長岡市 ○

40

下水熱（車道融雪）
小口径管路からの下水熱を利用した融雪技術の実用化に関する実証事業 十日町市

41
ヒートポンプレスで低LCCと高COPを実現する下水熱融雪システムに関する研
究

新潟市 ○

42

H31

ICT・AI制御高度処理技
術

単槽型硝化脱窒プロセスのICT・AI制御による高度処理技術実証事業 町田市 ○

43
クラウド・AI活用マン
ホールポンプ管理

ICT技術（クラウドAIシステム）を用いた汚水マンホールポンプのスマートオペ
レーションの実証

富山市

44

AIによる管内異常検知
技術

水位計と光ファイバー温度分布計測システムにAIを組合せた雨天時浸入水調査
技術の実用化に関する実証事業

さいたま市
藤沢市

○

45
AIによる音響データを用いた雨天時浸入水検知技術の実用化に関する実証事
業

郡山市
つくば市
名古屋市
神戸市
熊本市

○

46

R2

移設可能な水処理 災害時に応急復旧対応可能な汚水処理技術の実用化に関する実証事業 愛知県田原市

47
中小向け低コスト汚泥
減量化(広域化

中小規模広域化におけるバイオマスボイラによる低コスト汚泥減量化技術実証
事業

室蘭市

48
クラウド・AI活用マン
ホールポンプ管理

IoTとAIを活用した効率的予防保全型マンホールポンプ維持管理技術の実証事
業

河内長野市・
今治市・赤磐市



【参考】B-DASHプロジェクト実施状況 ４／４

6

No 年度 テーマ分類 実施事業名称
実証

ﾌｨｰﾙﾄﾞ
ガイド
ライン

49 IICT広域監視制御技術 ICTを活用した下水道施設広域管理システムに関する実証事業 倉敷市

50

R3

AI活用水処理運転支援
技術

ＡＩを活用した下水処理場運転操作の先進的支援技術に関する実証事業
広島市
船橋市

51

雨天時浸入水量予測及
び雨天時運転支援技術

AIを用いた分流式下水の雨天時浸入水対策支援技術に関する実証事業 愛知県

52
分流式下水道の雨天時浸入水量予測及び雨天時運転支援技術に関する実証
事業

丹波市

53

R4

最初沈澱池におけるエ
ネルギー回収技術

高効率最初沈殿池による下水エネルギー回収技術に関する実証事業 大阪市

54
深槽曝気システムにお
ける省エネ型改築技術

省エネ型深槽曝気技術に関する実証事業 埼玉県



7

実施設への技術導入

実証段階
（パイロット
プラント）

実証段階
（実規模）

水平展開

水平
展開

研究段階

開発段階

採択

独自に技術の
発展・導入

※一定水準に達した技術については、
所定のプロセスを経て実規模実証へ

下水道応用研究

B-DASH
（ＦＳ調査）

B-DASH
（実規模実証）

GAIA

発
展

発
展

発
展

特性や必要に応じてB-DASHに発展 又は 独自に展開

○下水道における技術開発は、研究段階から実規模施設を用いた水平展開までの段階的な
支援を実施

※R2年度より新規募集なし

【参考】国土交通省による下水道技術開発支援の全体像



【参考】下水道技術開発支援制度（一覧）

8

支援制度
創設
年度

制度概要 期間
金額

（１件当たり）
R4

実施件数

Ｂ－ＤＡＳＨ
（実規模
実証）

Ｈ２３
・実規模で実証できる段階にある技術の実証
・実施設を対象とした実証に限定

３年間
（最長）

数千万円
～十数億円

新規：２件

継続：６件
（予定）

Ｂ－ＤＡＳＨ
（FS調査）

Ｈ２８
・実規模実証に進める段階にある技術
・導入効果などを含めた普及可能性の検討や技
術性能の確認

２年間
（最長）

5,000万円
以内

新規：０件

継続：１件
（予定）

下水道
応用研究

Ｈ２９

・大学等によるラボレベルの研究を終え、企業に
よる応用化に向けた開発段階にある研究

・処理場や管渠などの実規模施設を必要としない
技術も対象

・民間企業（大学との共同研究も可）を対象

２年間
（最長）

3,000万円
以内

新規：４件

継続：３件
（予定）


